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「南郷高祭」開催!「２０２０年の南郷高祭～小さな秘密基地の祭りにようこそ～」
１０月３１日（土）に令和２年度南郷高祭が開催されました。新型コロナウイルス感染症対策として，例年

行われている一般公開は行わず，校内発表のみの開催となりました。
午前中のステージ発表では，有志によるダンスや英語のアカペラ，軽音楽部によるバンド演奏が披露されま
した。軽音楽部は今年の校外イベントが全て中止となり発表の機会がありませんでしたが，これまでの練習の
成果を全校生徒の前で出し切り，様々な曲を演奏しました。最後は，教員もステージに上がり「世界に一つだ
けの花」を熱唱しました。その後，生徒会企画のビンゴ大会が行われ会場は盛り上がりました。
午後は，手話を交えながら歌うサインボーカリストの水戸真奈美さんとラジオＭＣも務めるシンガーソング

ライターの及川タクマさんによる講演とライブ「手話うたキャラバン」が行われました。

また，校内の廊下には写真やジオラマなど，多くの団体の作品が展示されました。どの作品も日々の活動成
果が現れた力作揃いで見応えがありました。
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熱戦!スポーツ大会!!
１１月６日（金），校内スポーツ大会が開催されました。球技種目としてフットサル，バドミントン，バレー

ボールが，運動会種目として⾧縄飛び，障害物競走，クラス対抗リレーが行われました。本番に向けて練習して
きた力を十分に発揮し，各競技とも熱戦が繰り広げられました。各競技の優勝は，フットサルは３年産業技術科，
男子バドミントンは２年産業技術科，女子バドミントンは３年普通科，⾧縄跳びとリレーは１年産業技術科とな
りました。全力で走り抜ける姿，懸命にボールを追いかける姿は，とても輝いていました!

２年産業技術科 髙塒 雄斗くん
スポーツ大会を通して，仲間との絆やあきらめない気持ちの大切さを学びました。来年はもっと良い結果が
残せるように頑張りたいです。

３年普通科 後藤 翼くん（文化祭実行委員⾧）
例年通りの形で実施できず明るい雰囲気で行えるか不安でしたが，生徒全員で創り上げ楽しむことができた
ので本当に良かったと思います。早くコロナウイルスが落ち着き，来年はこれまで以上に充実した南郷高祭
が開催できることを願っています。



１日（火） 面談週間（～３日）
（５分短縮授業）
ＳＣ来校

７日（月） ＳＣ来校
１０日（木） １年復興支援

３年進路ガイダンス

１１月１１日（水）に産業技術科３年の草花専
攻班９名が，大崎合同庁舎の花壇に黄・青・紫の
パンジー６００本を植栽しました。当日はＮＨＫ
仙台放送局の取材も入り，本校の活動が紹介され
ました。
お近くにお立ち寄りの際は，色鮮やかに彩られ
た花壇をぜひご覧ください。
来年の６月には，現在の２年生がペチュニアに
植え替える予定です。

一日女性農業委員会に参加!
１１月１６日（月），大崎市役所で開催され
た「一日女性農業委員会」に本校から産業技術
科２年の伊藤妃奈さんと及川碧さんの２名が参
加しました。「一日女性農業委員会」は，女性
農業者等の交流や社会参画を目的として毎年開
かれています。
二人とも参加者との交流を通して，農業の素
晴らしさを再認識できたようです。

２年産業技術科 伊藤 妃奈さん
あらためて農業の大切さを学びました。女性ならではの視点を農業経営に
活かし活躍している方が多く，とても勉強になりました。

フラワーサービスプロジェクト:大崎合同庁舎の花壇 植え付け

河北展 刻字入賞!
本校の菊地裕美先生が，
第６７回河北書道展第６部
篆刻・刻字部門において
「宮城県教育委員会教育⾧
賞」を受賞しました。
おめでとうございます!

１６日（水） マナーアップ運動（～１８日）
ＳＣ来校,ＳＳＷ来校

２３日（水） 全校集会,大掃除,生徒会認証式
２４日（木） 冬季休業（～１月７日）

１２月の行事予定

「挨拶」･･･「最近の若い奴らはろくに挨拶もできない！」と。発して

いるのは中年や年配者ではなく，中学生ぐらいの会話から聞こえてくる

ことがあります。きっと部活か何かの日常生活の中の態度について文句

を言っていたのでしょうが・・・。

挨拶とは，言葉を投げかけ，相手の心境を推し量り，その言動に緩急

自在に対処しながら，心と心をぶつけ合う禅の問答が語源となっている

ようです。今日では社交儀礼一つになっており「挨拶」の有無を気にす

る人が世間には数多くいます。その理由はその人の心の姿がそこに現れ

るためです。「おはよう」「さようなら」「お疲れ様」。お互いに心と

心を近づける大切な人間の習慣ということを忘れないようにしましょう。


